
 

 
 

令和８年度「測量の日」における 

功労者感謝状贈呈式を行います 
 

国土地理院は、測量・地図に関する普及・啓発に顕著な功績のあった個人及び団体に感謝状を

贈呈しています。令和８年度は、個人１名及び団体１者の方々に決定しました。 

 
国土地理院では、測量の日を制定した平成元年以降、測量・地図に関する普及・啓発に顕著

な功績のあった個人又は団体に対し、国土地理院長から感謝状を贈呈しています。令和８年度

は、個人１名及び団体１者の方々に対し、その功績を称え感謝状を贈呈します。 

 

功労者：【個人】 上西
うえにし

 勝也
か つ や

（英国王立地理学会フェロー）※敬称略 

贈呈式：日 時 令和８年６月23日（火）15時～ 

     場 所 国土交通本省２号館Ｂ２会議室Ａ(地下２階) 

         東京都千代田区霞が関２－１－２ 中央合同庁舎第２号館 

 取材等：贈呈式当日、カメラ撮り等取材を希望される方は、令和８年６月22日（月）17時ま

でにMicrosoft Formsにて広報広聴室まで御連絡ください。 

 Microsoft Forms：https://forms.office.com/r/evE7HK2VZE 

取得した個人情報は適切に管理し、必要な用途以外に利用しません。 

 

功労者：【団体】 札幌市教育地図研究会（会長 工藤
く ど う

 真嗣
ま さ し

）※敬称略 

贈呈式：日 時 令和８年６月23日（火）10時～ 

     場 所 国土地理院北海道地方測量部 

         札幌市北区北８条西２丁目１-１ 札幌第１合同庁舎10階 

 取材等：贈呈式当日、カメラ撮り等取材を希望される方は、令和８年６月22日（月）17時ま

でに下記の問合せ先（北海道地方測量部）まで御連絡ください。 

 

※添付資料 別紙 「測量の日」における功労者感謝状贈呈対象者及び贈呈理由 

 

問合せ先 
 〒305-0811 茨城県つくば市北郷１番  国土地理院 
   総務部広報広聴室長  吉田 健一 （直通 029-864-4038） 
   地理普及広報官    野口 茂 （直通 029-864-6047） 
 
 〒060-0808 札幌市北区北８条西２丁目 1-１ 札幌第１合同庁舎 10 階 
  国土地理院北海道地方測量部 
   次  長       小野里正明 （直通 011-709-9299） 
   管理課長       池田 浩司 （代表 011-709-2311 内 4502）   

発表場所：国土交通記者会（資料配付） 

：国土交通省建設専門紙記者会（資料配付） 

：国土交通省交通運輸記者会（資料配付） 

：筑波研究学園都市記者会（資料配付） 

：北海道建設記者会（資料配付） 

：道政記者クラブ（資料配付） 

 発表日時：令和８年６月５日（金）14 時 

 令 和 ８ 年 ６ 月 ５ 日 

     国土交通省国土地理院 



別紙 

 

「測量の日」における功労者感謝状贈呈対象者及び贈呈理由 

 

今年度は、以下の個人１名、団体１者の方々に感謝状を贈呈します。 

（五十音順 敬称略） 

 

【 個 人 】 

◆上西
うえにし

 勝也
か つ や

（英国王立地理学会フェロー） 

 公的機関が地図作成を目的に実施した測量の最終成果は地形図となるが、この最終成果に測量の

過程が合わせて記録されることは少ない。このため、実際に行われた測量の実態を知るには公文書

などの文献や地図のほか、残存する測量遺跡や測量標石等を調べる必要があり、多くの時間と労力

を要する。 

 上西勝也氏は、各地にある史跡や標石といった目に見える遺跡に焦点を当て、どのような目的と

方法で測量が行われたか、長年に渡り日本のほか海外でも調査された。その結果を、古代から現代

まで歴史に沿う形で資料や解説を取りまとめ、書籍のほかホームページにおいて 25 年の長きにわ

たり公開している。これらの取組を通して、過去の測量の実態を知り、後世に伝える上で多大な貢

献をされており、功績は極めて大きい。 

 

【 団 体 】 

◆札幌市教育地図研究会（会長 工藤
く ど う

 真嗣
ま さ し

） 

 札幌市教育地図研究会は、昭和 55 年から「札幌市児童生徒社会研究作品展」を開催しており、

同作品展は令和 7 年に第 46 回を迎えた。 

 本作品展は、将来のよき札幌市民・北海道民の育成につながることを願い、児童生徒の社会的な

ものの見方や考え方を育てるとともに表現する力を高めるために、自由研究を中心に社会科・生活

科及び総合的な学習の内容を生かした作品を募集している。 

 本研究会は、平成 2 年度に感謝状を贈呈されてからも本作品展を毎年開催しており、児童生徒の

地図に対する関心を深め、優れた作品を多数輩出するなど、測量･地図の教育に多大な貢献をされ

ている。この功績は極めて大きい。 

 

 

 


